
③ 暮しを支える企業が続々と立地

○圏央道沿線では、都心を通らずに広域移動が出来る交通利便性の高さ
から、物流拠点や工場等の立地が進むなど、民間の投資が集中

○圏央道沿線に立地した企業は、都心を通らず広域移動が出来る交通利便性を生

かし、生活に必要な製品や資材を早く・安く・確実に輸送し、人々の暮らしを支援

■圏央道は皆さんの暮らしを支えています。

＜企業立地状況＞
＜立地例＞
■（株）ニトリ幸手物流センター

＜立地例＞
■プ ジ パ ク川島

＜企業立地状況＞

１０月３１日
開通

＜立地例＞
■雪印メグミルク阿見工場
■延床面積：約60,000㎡
■稼働：平成26年3月

■（株）ニトリ幸手物流センター
■延床面積：約200,000㎡
■稼働：平成30年春頃予定

■プロロジスパーク川島
■延床面積：約166,871㎡
■竣工：平成23年7月

日高市

入間市

羽村市

日の出町

■稼働：平成26年3月

プロロジスパーク川島
ご担当者の声

お客様に倉庫スペースを賃貸しています。
プロロジスパ ク川島は圏央道川島ＩＣ

プロロジスパーク川島は、マル
チテナント型施設として複数の

プロロジスパーク川島は圏央道川島ＩＣ
の近くであり、圏央道の開通により都心部
に入らずに地方間を結ぶ道路は非常にニー
ズがあるということで圏央道沿線に進出し
ました。

出典：事業者インタビュー（平成27年10月）

出典：H26年12月までの物流雑誌、ビジネス誌、新聞紙等に基づき物流施設
および工場をプロット

※H27年7月時点で立地済・立地予定を区分。H22年以降に竣工（予定）の
物流施設および工場を対象に作図
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■製造品出荷額の上昇

平成19年に全通した中央道〜関越道間では
すでにストック効果が発現

■圏央道沿線市町村※の工場立地面積（年別）
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20年前と比べると

約６倍！
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製造品出荷額の伸び率

すでにストック効果が発現
早期開通区間の沿線4市町では、埼⽟県と東
京都の全体平均の約1.5倍
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圏央道整備率 ８％ １７％ ７２％

出典：工場立地統計調査
※圏央道が通過する市町村を対象とした

出典：工業統計調査
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